
遂に今回, リレー随筆のバトンが私にも回っ

てしまいました｡ 私はあまり余計な仕事は増

やさないことをモットーとしておりましたが,

大変お世話になった大塚彰行先生からの頼ま

れごとについ二つ返事してしまいました｡

プライベートや仕事が充実しており, なか

なか筆が下りない状況でしたが, 締め切りが

近づきましたので, そろそろ随筆させていた

だきたい所存です｡

今年度医師�年目として私が派遣されたと
ころは都城市の藤元総合病院でした｡ 今まで

鹿児島県以外で仕事は無論のこと, 生活をす

るのは初めてのことでした｡

コロナウイルスで騒がられる昨今引っ越し

する際に県境を通る際に不要不急な外出は控

えて下さいと道路のテロップが流れるのを見

てしまい, 新天地の生活に不安を感じており

ました｡

ただ, 実際生活してみると都城市の住み心

地は良く, 自粛モードも緩和しつつあり, あ

の店この店でご飯食べたいお風呂に入りたい

なと毎日ネットサーフィンするのが日課にな

りつつあります｡

さて, コロナウイルスの最中自宅で過ごす

時間が増えたかと思いますが, 生活の変化等

はありましたでしょうか｡

私は以前通っていたジムがネットに挙げて

いる自宅でできる筋トレ動画を見たり, 前か

ら趣味としておりますゲームのネット対戦に

勤しむようになりました｡

また, 自粛期間で家にいる時間が多くなり,

手持ち無沙汰になった影響もあるかと思いま

すが, 最近長編アニメをみる様になりました｡

例えば, ポケットモンスターに関しては,

小学生の頃は主人公の言動は気にもせず, ポ

ケモンバトルを見て楽しんでいましたが, 齢��にもなると思い出補正もあるためか, 主人
公サトシの言動になぜか心を揺さぶられ (特

に俺, マサラタウンのサトシ, ポケモンバト

ルしようぜという発言が私のお気に入りです),

号泣してしまいます｡

世間ではコロナウイルスで多大な被害を被

られていると思いますが, 私個人といたしま

しては, 新たな自分の一面も分かり, 自分を

見つめ直す良い機会になったと前向きに捉え

ております｡

ここ最近自粛モードが謳われるようになり,

常々思うのはインターネットの存在が自分に

とっては切っても切り離させないものになっ

てきたということです｡

大学まで実家生活でしたが, 実家ではイン

ターネットが通っておらず, ネットをする機

会がありませんでした｡ ところがいざ一人暮

らしをはじめ, ネットを使用し始めると調べ

物や作業が捗り, ここ最近ではサブスクリプ

ションで音楽を聴いたり, 医学系のサイトを

使用するようになり, ����でニュースを見
たり, 他人と連絡を取りあったりと生活の大

部分を占めるようになったと言っても過言で

は無いような気がしております｡

おそらく, このコロナウイルスの情勢下で

一人でひっそりと暮らしていますと, 気が滅

入って仕方がないと思いますが, インターネッ

トの存在のおかげで知り合いの出来事が����
鹿児島市医報 第��巻第�号 (通巻���号) ����(令和�年)

[随筆・その他]

��

藤元総合病院 消化器内科 福迫 哲史

�������� ��� ���������������� ���������������



等の���で伝えられたり, 上記の様な自宅で
の趣味が広がったりと退屈しない日々を過ご

せたのではないでしょうか (特に独り身とし

ては����プロジェクトの店が分かったのが
非常にありがたかったです)｡

また自宅での生活が多くなった反動のため

か少し外出したいなと思った際に再開した店

などがインターネット上に掲載されておりま

すので, 早速この週末はいままでできなかっ

たジムで筋トレして銭湯に行って夜ご飯を食

べるという贅沢三昧をしたいと思います｡

テレビでは最近景気が低迷している, ダウ

平均株価が下がった, 上がった, コロナウイ

ルスが何人発症等, 暗くて単調なニュースば

かりで中にはうんざりしている方もいらっしゃ

るかと思いますが, 上記の様な楽しみ方もあ

りますので是非試されてみてはいかがでしょ

うか｡

いつものリレー随筆と比べると短いと思い

ますが, 話が脱線し過ぎない内に終わらせた

いと思います｡

この拙い文章を最後まで読んでくださり誠

にありがとうございました｡
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次号は, 今村総合病院 総合内科 留岡史樹先生の
ご執筆です｡ (編集委員会)


